
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本年も生徒たちの書き初めが各学年のフロアに展示されました。 

生徒たちが新たな年に向けて思いを込めた作品がずらりと並ぶ様子 

を見ると、晴れやかな気持ちになります。生徒たちには友人の力作を鑑賞 

したり、お互いの作品をほめあったりする様子が見られました。 

各学年での展示と同時に、金賞受賞者の作品は職員室前に並び、代表作品は横浜市総合文化祭書写展

や、栄区巡回書写展に出品されました。また、栄区巡回書写展として、区内の優秀作品が二階職員室前から

渡り廊下にかけて飾られていました。力作が並び、職員も生徒たちも思わず足を止めて鑑賞していました。 

 

R5-１０号 令和６年 ２月２日(金)発行 

書 初 め 展 

今回は、授業中に技術員室から火災が発生したという設定で、授業担当者が引

率し、点呼を行う形で行いました。避難開始から点呼終了までの時間は前回よりも

30 秒ほど短縮できました。教室に戻ってから校長先生の話を聞き、「よこはま防災

eパーク」の「コンロ火災」と「電気火災」のわかりやすい動画を視聴しました。 

生徒たちの感想は「火をつけたらコンロから離れないようにする」「天ぷら火災

に水をかけると爆発的に燃え広がるのに驚いた」「製品のPSEマークを確認する」

「電源コードが傷んでいないか確認する」といった的を射たものでした。とても有意

義な訓練になりました。 

1 月の避難訓練を終えて 



         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

１月２６日(金)に社会人講話がありました。これはキャリア教育の一環として、人生の先輩の話を聞き、

将来の生き方を考える機会にすることが目的です。１年生はこれまで職業についてグループで調べ、  

それを学年全体で体育館にてポスターセッションを行い、意識を高めてきました。 そして、実際に社会人

の話を聞くことで、さらに将来の生き方について考えるきっかけになったと思います。 

今回は㈱パーソルキャリアの出前授業をお願いし、前半は学年全体で『はたらくことについて考える 

ワークショップ』を行い、後半は『旅行』『製造』『ホテルブライダル』『WEB』『人材派遣』『アパレルファ

ッション』の６業界の講師をお招きして、生徒一人につき２つの業界を受講する形式で実施しました。そ

れぞれの講師の方から業界について学ぶだけでなく、苦労話なども聞くことができました。ここから得た

ものを今後の学校生活や自分の将来に生かしていってほしいと思います。 

 

「商品がないからこそ信頼が命」  

「人生にかかわるプレッシャー」という

言葉を聞いて、人生の大切な選択に

関わる重要な職だということに気づき

ました。（人材派遣） 

印象に残ったのは、「常に

工夫しなければならない」と

いうことです。常に工夫を続

けるのは大変だと思います。

自分も勉強方法などを常に

工夫していきたいなと思いま

した。（製造業界） 

一つの会社だけで、企画から営業、警備

など多くの部署があり驚きました。すべて

の人に新しい体験や出会いを提供して人

生をいろどってくれる素敵な業界だと思い

ました。 （旅行業界） 

興味のなかったことや、知ろうとしなかっ

たことにも目を向けてみると良いというこ

とを聞き、別の職業なども調べてみようと

思いました。自分のこれからにつなげて

いこうと思います。（ＷＥＢ業界） 

生徒の感想より 



 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

1月2６日(金)に、２年生のキャリア教育の一環として職場体験学習を実施しました。周辺地域を中心とした  

企業・商店・施設など、さまざまな業種の皆さまに大変お世話になりました。 

職場体験の目的は、次の３つです。 

 

 

 

 

 

 

  当日を迎えるにあたり、職業を選ぶ際に何を大事にするべきか討議するパネルディスカッションや、体験する事

業所についての調べ学習などを行いました。これらの事前学習を通して「働くこと」への意欲を高めることができ

ました。 

  当日は、事業所の方の指示をしっかりと聞きながら働き、学ぼうとする姿が見られました。生徒が前向きに、一生

懸命に取り組む姿を見ることができ、職員にとっても嬉しい１日となりました。 

…………生徒の振り返りより 一部抜粋して紹介………… 

袋につめるのと同時に、お客様の案内

と、返却する商品を回収することはとて

も大変でした。でも、お客様をしっかり

案内できた時はやりがいがありました。

(服飾販売) 

野菜の袋詰めではその野菜の産地の

シールを貼るなど、細かな情報もしっか

りとわかるようにしていました。お客さん

が安心して買える工夫がされているの

がすごいと思いました。 (スーパー) 

①職場体験学習を通した学習活動により、周辺地域を中心とした企業・商店・施設などでの他者との

かかわりを通して、自己のよさや適性を理解できるようにする。 

②職業や勤労の意義や価値を考え、自己にふさわしい進路を探求する能力や態度を育てる。 

③人とのふれあいを通して、接し方やマナー意識・責任感・コミュニケーション能力を高め、社会の一員

としての自覚を高められるようにする。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3月 17日(日)に SAKAEヤングフェスティバル 2024が本郷台駅前広場で開催されます。小山台中学校

の生徒も模擬店販売や本部として活動します。模擬店では、「焼きそば」などを販売する計画をしてい

ます。また、栄区駅伝大会があり本校からも参加します。当日は熱い応援をよろしくお願いいたします。

さらに、吹奏楽部の演奏もありますので、楽しみにしていてください。 

１月１８日（木）、学校保健委員会が開催されました。今年のテーマは、 

「栄養バランスのとれた食事について」です。１・２年生の保健委員の生徒の

他、生徒会本部役員、内科校医、歯科校医、学校薬剤師、小菅ヶ谷小栄養教

諭、PTAの保護者の方、校長、教職員が出席して行いました。 

学校保健委員会 

はじめに保健委員から栄養素について調べたことや、自分たちで考えた１日分の献立例について発表しました。

それから学校医の先生方と栄養教諭の先生のお話を聞き、ビタミン Dを自ら作り出すために毎日（夏は 10分程

度、冬は 20～30分程度）日光を浴びることの大切さ、消化酵素を出すためによく噛んで食べることの大切さ、栄

養素は不足も良くないが過剰摂取も良くないこと、日本人の食生活の課題として塩分のとり過ぎとカルシウムの不

足が挙げられていることなどを教えていただきました。その後、出席者の皆さんから質問や感想などを話していただ

き、最後に校長先生のお話を聞いて閉会となりました。 

出席者の皆さんが書いてくれた感想には、 

 

「自分に不足している食品群を、工夫して摂取するようにしたい」 

「資料に載っている『お勧めのお手軽料理』は自分でもできそうなので作ってみたい」 

「普段の栄養バランスを見直すきっかけになった」 

 

などがありました。 

学校保健委員会の資料は、保健室前にありますのでどうぞご覧ください。 

 SAKAEヤングフェスティバル２０２４ ＆ 栄区駅伝大会に参加します！！ 

１日(水)  専門委員会 

１３日(火) ３年特別時程スタート 

１４日(水) １・２年学年末テスト（技家・音・理・国） 

１５日(木) １・２年学年末テスト（社・英・数） 

２２日(木) ３年遠足 

 

…＊… 今後の主な予定 …＊… 

１日(水)  専門委員会（最終） 

１２日(火) 卒業証書授与式 

１７日(日) 栄区ヤングフェスティバル  

駅伝大会 

２５日(月) 離任式・修了式 


